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●臨床口腔機能学大学院  Division of Clinical Oral Rehabilitation
1. 所属構成員等
教 授 菊谷　武（院長）
大 学 院 生 永島圭悟, 宮下大志, 加藤陽子
2. 研究テーマ
1) 摂食・嚥下リハビリテーション  Dysphagia rehabilitation．
2) 口腔ケア  Oral health Care．
3) 高齢者に対する歯科診療  Dental treatment for Elderly People．
4) 歯科訪問診療  Home Visiting Dental Care．
5) 咀嚼器官の運動障害が咀嚼機能に与える影響  Masticatory function affected by
masticatory　disorders with motor disorder．
6) レット症候群の摂食機能  Feeding of Rett syndrome．
7) コミュニケーション障害患者のリハビリテーション  Speech and language
therapy in communication disorders．
8) 高次脳機能障害患者の社会復帰支援  Social problem for person with traumatic
brain injury and their significant others．
9) 誤嚥性肺炎と口腔ケア  Aspiration pneumonia and oral health care．
10) 障害児の摂食機能  Feeding function of disabled children．
11) 小児の摂食機能の発達と障害  Development and disabilities of feeding in
children．
12) 子供の食の問題と母親の育児負担との関係  Relationship between children’s
eating problem and mother’s parenting burder．
13) 原始反射の再出現が摂食機能に与える影響  Effects of reappearance of
primitive reflexes on eating function and prognosis．
14) 口唇口蓋裂児の吸啜時の舌運動の解析　  Analysis of tongue movements during
sucking by infants with cleft lip and palate．
15) 地域包括ケアシステムに対応可能な歯科医師育成プログラムの構築



















1) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤C, (継続), 2015～2020年
度, 新たな摂食嚥下機能プロトコールは早期加齢リスクのあるダウン症候群に有効
か？, 水上美樹(代表), 菊谷　武，松山美和，田村文誉(分担), 4,810,000円,
2019年度, 400,000円
2) 障害者歯科医療推進モデル事業, (新規), 2019年度, 障害者歯科医療推進モデル事
業, 菊谷　武(代表), 2019年度, 8,399,000円
3) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤Ｂ, (継続), 2018～2021年
度, 機械学習を用いた嚥下造園検査診断システムの開発, 菊谷　武(代表),
17,400,000円, 2019年度, 4,420,000円
4) 科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金）, 基盤C, (継続), 2018～2021年
度, 嚥下障害患者の食行動モニタリングによる誤嚥性肺炎の予測, 大石朋子(代
表), 菊谷　武(分担), 4,290,000円, 2019年度, 990,000円
8. 研究業績
A. 著書
1. 菊谷　武 (分担執筆・編集) : はじめに, 4-7, 菊谷　武，田村文誉，小野高裕，
吉田光由, 歯科医師のための構音障害ガイドブック, 1版, 医歯薬出版株式会社,
東京, 2019, ISBN 978-4-263-44557-0.
2. 菊谷　武，永島圭悟 (分担執筆・編集) : おわりに・連携の輪を広げよう, 140-
141, 小方清和，田村文誉，小坂美樹，横山雄士, 子どもの歯科訪問診療実践ガイ
ド, 1版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2019, ISBN 978-4-263-44549-5.
3. 野原幹司，枝広あや子，本橋佳子，白部麻樹，飯田貴俊，植田耕一郎，梅垣宏行，
大石善也，菊谷　武，小城明子，菅　武雄，平原佐斗司，山田律子，吉田貞夫 (分
担執筆・監修) : 第10章　認知症患者の摂食嚥下リハビリテーション, 129-152,
一般社団法人　日本老年歯科医学会, 認知症の人への歯科治療ガイドライン, 1版,
医歯薬出版株式会社, 東京, 2019, ISBN 978-4-263-44556-3.
4. 野原幹司，枝広あや子，本橋佳子，白部麻樹，飯田貴俊，植田耕一郎，梅垣宏行，
大石善也，菊谷　武，小城明子，菅　武雄，平原佐斗司，山田律子，吉田貞夫 (分
担執筆・監修) : 第9章　認知症患者の歯科補綴治療, 107-128, 一般社団法人　日
本老年歯科医学会, 認知症の人への歯科治療ガイドライン, 1版, 医歯薬出版株式
会社, 東京, 2019, ISBN 978-4-263-44556-3.
5. 高橋賢晃，菊谷　武 (分担執筆・監修) : ミールラウンドにおける評価ポイント,
164-169, 藤谷順子，小城明子, 摂食嚥下障害の栄養食事指導マニュアル, 1版, 医
歯薬出版株式会社, 東京, 2019, ISBN 978-4-263-70745-6.
6. 菊谷　武 (分担執筆・編集) : 4章　要介護高齢者, 向井美惠，山田好秋，井上
誠，弘中祥司, 新版　歯学生のための摂食嚥下リハビリテーション学, 1版, 医歯






人，村松倫，吉田光由，渡邊　裕，渡邉理沙 (共著) , 歯科衛生士のための摂食嚥
下リハビリテーション, 2版, 医歯薬出版株式会社, 東京, 2019, ISBN 978-4-263-
42264-9.
8. 鰕原賀子，菊谷　武 (分担執筆・監修) : 【8】 摂食嚥下障害, 池添　冬芽,
Crosslink 理学療法学テキスト 高齢者理学療法学, 1版, メジカルビュー社, 東
京, 2020, ISBN 978-4-7583-2008-5.
B. 原著
1) Nanri H, Yamada Y, Itoi A, Yamagata E, Watanabe Y, Yoshida T, Kikutani
T(11th) (13 authors): Consumption of green tea but not coffee is
associated with the oral health-related quality of life among an older
Japanese population: Kyoto-Kameoka cross-sectional study, ☆◎Eur J Clin
Nutr, 2019; 73(4): 577-584, doi: 10.1038/s41430-018-0186-y.
2) Nakazawa Y, Tamura F, Genkai S, Shindo H, Isoda T, Mizukami M, Kikutani
T(7th) (7 authors): Effects of oral ingestion on physical functions before
tube feeding in adults with severe motor and intellectual disabilities, ☆
◎Odontology, 2019; 107(3): 368-373, doi: 10.1007/s10266-018-0396-8 . (学
位論文)
3) Isoda T, Tamura F, Kikutani T, Mizukami M, Yamada H, Hobo K: Development
of lip closing function during taking food into the mouth in children with
Down Syndrome, ◯International Journal of Orofacial Myology, 2019; 45: 31-
45. (学位論文)
4) Nakazawa Y, Kikutani T, Igarashi K, Yajima Y, Tamura F: Associations
between tongue strength and skeletal muscle mass under dysphagia
rehabilitation for geriatric out patients, ☆◎J Prosthodont Res., 2019;
64(2): 188-192, doi: 10.1016/j.jpor.2019.07.004..
5) Tashiro H, Kikutani T, Tamura F, Takahashi N, Tohara T, Nawachi K:
Relationship between oral environment and development of pneumonia and
acute viral respiratory infection in dependent older individuals, ☆◎
Geriatr Gerontol Int., 2019; 19(11): 1136-1140, doi: 10.1111/ggi.13784.
6) Mizukami M, Kikutani T, Matsuyama M, Nagashima K, Isoda T, Tamura F:
Investigating factors related to the acquisition of masticatory function
in Down Syndrome children, ◯International Journal of Orofacial Myology,
2019; 45: 46-56. (学位論文)
7) Maekawa K, Ikeuchi T, Shinkai  S, Hirano H, Ryu M, Tamaki K, Kikutani
T(10th) (32 authors): Number of functional teeth more strongly predicts
all-cause mortality than number of present teeth in Japanese older adults,
☆◎Geriatrics & Gerontology International, 2020; , doi:
10.1111/ggi.13911.
8) 森　隆浩, 吉川峰加, 吉田光由,  菊谷　武, 小野高裕, 津賀一弘: 舌接触補助床
装着前後の最大舌圧および嚥下時舌圧の変化に関する多施設共同研究, ◯老年歯
学, 2019; 34(1): 86-93, doi: org/10.11259/jsg.34.86.
C. 総説・解説
1) 菊谷　武: チェアサイドで診るオーラルフレイル・口腔機能低下症ー評価と対応の
ポイントー.仙歯会報, 2019; 390: 2-5.
2) 菊谷　武: オーラルフレイルと口腔機能低下症の評価.MEDICAL REHABILITATION,
2019; 240: 139-146.
3) 永島圭悟, 田村文誉, 水上美樹, 町田麗子, 高橋賢晃, 古屋裕康, 菊池真依(7th),
冨岡孝成(8th), 菊谷　武(9th) (9 authors): オンライン診療による小児患者への
摂食嚥下リハビリテーションの試み.日摂食嚥下リハ会誌, 2019; 23(3): 199-207.
4) 菊谷　武: 食べるを支える多職種連携.日本在宅栄養管理学会誌, 2019; 6(2):
171-175.
5) 窪木拓男, 縄稚久美子, 水口真実, 前田あずさ, 戸原　雄, 高橋賢晃, 菊谷　武
(7th) (7 authors): ミールラウンドとそれに基づくカンファレンスを模倣した多
職種連携ワークショップを要介護高齢者の栄養管理に関する実務者養成教育に応用
した試み.日本口腔科学会雑誌, 2019; 68(4): 268-272.
6) 山田裕之 , 田村文誉, 矢島悠里, 杉本　明, 辰野　隆, 田村光平, 水上美樹
(7th), 菊谷　武(12th) (12 authors): 重症心身障害児における在宅歯科医療の現
状　訪問看護ステーションに対するアンケート結果.障歯誌, 2019; 40(2): 215-
222.
D. 報告（臨床・症例・研究・商業誌の総説や解説等）・紀要
1) 菊谷　武: 老年症候群は口から忍び寄る.週刊朝日, 2019; 124(24): 30-32.
2) 菊谷　武: しあわせ運ぶ飲料自動販売機ー忘れていた味をもう一度.DENTAL
DIAMOND, 2019; 44(8): 204-204.
3) 菊谷　武: 成果につなげる食べる口の見方.ヘルスケア・レストラン, 2019;
27(6): 12-15.
4) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(4): 40-41.
5) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(6): 52-53.
6) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(7): 54-55.
7) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(8): 56-57.
8) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(9): 58-59.
9) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(11): 52-
53.
10) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(13): 52-
53.
11) 菊谷　武: 最期まで口から食べるを支えるケア.おはよう21, 2019; 30(14): 52-
53.
12) 菊谷　武: 摂食嚥下障害の病態と嚥下機能評価.栄養経管エキスパート, 2019;
21(別冊): 34-37.
13) 菊谷　武: 健康長寿は口の健康から、予防しようオーラルフレイル.こまど, 2019;
60: 22-24.
14) 菊谷　武, 矢島悠里: 画像の残留物、鮮明に.ソナエ, 2019; 26: 76-77.
15) 菊谷　武: 高齢者の栄養管理パーフェクトガイド.臨床栄養, 2019; 135(4): 553-
554.
16) 菊谷　武: 高齢者訪問診療の歯科医増える摂食障害に危機感.東京新聞, 2019;
44126: 21-21.
17) 菊谷　武: 窒息事故に注意！餅を安全に食べるには.食べもの通信, 2019; 587:
14-15.
18) 菊谷　武: 口腔リハ多摩クリニック「とろみボタン」付自販機設置.シルバー産業
新聞, 2019; 270: 19-19.
19) 戸原　雄: 正確な評価につなぐための嚥下造影検査食へ　手早く安定して固まるゼ
リーを採用.ヘルスケア・レストラン, 2019; 28(1): 32-33.
20) 菊谷　武: 求められる”歯科における管理栄養士との連携”.日本歯科評論, 2020;
80(3): 16-17.








年歯学, 2019; 34(2): 152-153.
2) 宮下大志，永島圭悟，五十嵐公美，矢島悠里，菊谷　武. 舌圧と嚥下造影検査所見
との関連. 老年歯学, 2019; 34(2): 155-156.
3) 佐川敬一朗，矢島悠里，五十嵐公美，宮下大志，加藤陽子，吉田光由，田村文誉，
菊谷　武. 健康高齢者における口腔機能低下症の有病率とフレイルとの関連性の検




老年歯学, 2019; 34(2): 156-157.
5) 佐藤哲郎，菊谷　武，白部麻樹，田中友規，玉置勝司，戸原　玄，中條和子，西本
美紗，平野浩彦，弘中祥司，山本龍生，渡邊　裕，石井拓男，飯島勝矢. 神奈川県




学, 2019; 34(2): 203-204.
7) 尾関麻衣子，戸原　雄，田村文誉，菊谷　武. 男性介護者をサポートする「はじめ
ての男の介護食・料理教室」の取り組み. 老年歯学, 2019; 34(2): 256.
8) 新藤広基，佐々木力丸，田代晴基，田村文誉，菊谷　武. 摂食嚥下リハビリテー
ション開始を契機にADLの改善およびQOL向上を図れた脳幹梗塞後の胃瘻患者の一
例. 老年歯学, 2019; 34(2): 292-293.
9) 宮下大志，佐川敬一朗，仲澤裕次郎，佐藤貴信，花輪洋介，市川陽子，菊谷　武.
サルコペニアと関連する嚥下障害と嚥下造影検査所見について. 第25回日本摂食嚥







ハビリテーション学会学術大会プログラム・抄録集, 2019; 25: 602.
12) 高橋賢晃，佐々木力丸，鰕原賀子，新藤広基，塩原裕一朗，細田久子，菊谷　武.
要介護高齢者の食形態変更に関連する因子の検討. 第25回日本摂食嚥下リハビリ








よび学術大会　プログラム・抄録, 2019; 40(3): 318.
15) 柴崎育美，礒田友子，西澤加代子，田村文誉，菊谷　武. 偏食をともなった自閉症
スペクトラム症児への約5年間の摂食指導経験. 第36回日本障害者歯科学会総会お
















20) Sugama M, Nishimura M, Genkai S, Machida R, Kodama M, Tamura F, Kikutani
T. Dysphagia rehabilitation performed on a child receiving nursery care,
involving related institutions, for successful return home: a case report.




ム・抄録集, 2019; 6: 161.
22) 古屋裕康，佐川敬一朗，矢島悠里，菊谷　武. 在宅患者に対する摂食支援の実態と
予後に関与する因子の検討. 第1回日本在宅医療連合学会大会プログラム・講演抄
録集, 2019; 1: 321.
23) 永島圭悟，田村文誉，菊谷　武. 知的能力障害を伴う患者の口唇閉鎖力の測定. 第
78回日本矯正歯科学会学術大会プログラム・抄録集, 2019; 78: 158.
24) 永島圭悟，對木　悟. 中等症閉塞性睡眠時無呼吸に対しCPAPでなく口腔内装置を用
いた一例. 睡眠口腔医学, 2019; 6(1): 112.
25) Mizukami M, Tamura F, Matsushima M, Nishizawa K, Tanaka Y, Kikuchi M,
Kikutani T. Investigating factors related to the acquisition of
masticatory function in Down syndrome children. Program Book Asia






1) 菊谷　武: 栄養・食べる力, 第31回日本老年学会総会　, シンポジウム, 仙台市
(2019年6月6日).
2) 菊谷　武: 高齢者における口腔機能の変化と対応, 第30回日本老年歯科医学会学術
大会, シンポジウム, 仙台市 (2019年6月6日).
3) 菊谷　武: 食べるを支える-地域リハビリテーションの今・未来-, 第25回日本摂食
嚥下リハビリテーション学会学術大会, 会長講演, 新潟市 (2019年9月6日).
4) 菊谷　武: 歯援診・か強診　歯科施設基準認定講座, 第3回全国在宅医療医歯薬連
合会全国大会, シンポジウム, 東京 (2019年9月29日).
5) 菊谷　武: 地域包括ケア・在宅医療における食・栄養課題, 第41回日本臨床栄養学
会総会・第40回日本臨床栄養協会総会, シンポジウム, 名古屋市 (2019年10月26
日).
6) 菊谷　武: 在宅医療における多職種連携の在り方, 第27回日本消化器関連学会機構
（JDDW), メディカルスタッフプログラム, 神戸市 (2019年11月23日).
7) 菊谷　武: 地域で”食べる”を支えるということ, 第27回日本消化器関連学会機構
（JDDW), メディカルスタッフプログラム, 神戸市 (2019年11月23日).
8) 菊谷　武: 高齢者の食機能はどう変化していくのかー評価と対応, 第29回日本有病
者歯科医療学会総会・学術大会, シンポジウム, 神戸市 (2020年2月29日).
9) 菊谷　武: 口腔機能向上のために歯科介入（インプラント治療含む）をどう進める
か？, 第29回九州インプラント研究会学術講演会, 特別講演, 熊本市 (2020年3月
29日).
2) 講演会・研究会・研修会等での講演
1) 菊谷　武: 口腔ケア, 回復期リハビリテーション病棟協会, 東京 (2019年1月19
日)．
2) 菊谷　武: デイサービスから発信する摂食嚥下機能情報～利用者さんの「食べる」
を支援する～, 第3回事例検討会摂食嚥下機能支援研修会, 東京 (2019年2月7日)．
3) 菊谷　武: 口腔機能低下症の概念，検査後の対応, オーラルフレイルの診かた～口
腔機能低下症はの対応～, 広島市 (2019年3月14日)．
4) 菊谷　武: 地域で食べるを支える, 口腔機能低下・嚥下障害と栄養管理に関するセ
ミナー, 東京 (2019年3月17日)．
5) 菊谷　武: お口の終いかた～元気なうちにすること元気でなくなったらすること
～, 第9回特別講演会（医）芳志会長谷川歯科医院主催, 東京 (2019年3月19日)．
6) 菊谷　武: 口は，どう老いるのか？-要介護高齢者の現状と問題点，そして，小金
井だからできること-, 第10回小金井市地域包括ケア講演会, 東京 (2019年4月4
日)．




9) 菊谷　武: 口腔機能低下症の概念，検査後の対応, オーラルフレイルの診かた～口
腔機能低下症はの対応～, 松山市 (2019年4月18日)．
10) 菊谷　武: 摂食嚥下リハビリテーション総論①　評価方法とアプローチ, 日本栄養
士会, 東京 (2019年5月25日)．
11) 菊谷　武: 食べる人の機能に見合った食支援を実践するには～地域で暮らしを支え
るための課題解決にむけて～, CareTEX専門セミナー, さいたま市 (2019年5月28
日)．
12) 菊谷　武: 在宅診療のススメ～在宅診療だからできること，在宅だからできないこ
と, 第1回在宅歯科医療研修会, 東京 (2019年6月24日)．
13) 菊谷　武: 高齢者の口の診かた, 世田谷区歯科医師会すこやか歯科検診研修会, 東
京 (2019年6月28日)．
14) 菊谷　武: 摂食嚥下研修会, 東京都町田市歯科医師会, 東京 (2019年7月4日)．
15) 菊谷　武: 多職種による歩みより, 第7回日本在宅栄養管理学会学術集会, 東京
(2019年7月14日)．
16) 菊谷　武: 口はどう老いていくのか？-口腔機能低下症からくちの終いまで-, 第
107回医療保険問題研究会, 東京 (2019年7月20日)．
17) 菊谷　武: 高齢者の口腔機能について, 後期高齢者歯科口腔健康診査事業研修会,
熊本市 (2019年7月27日)．
18) 菊谷　武: 多職種で取り組む食支援について, 在宅歯科従事者研修事業, 熊本市
(2019年7月28日)．
19) 菊谷　武: 認知症の方への食支援～サルコペニア・フレイル予防と地域連携～, 東
京都福祉保健局・公益社団法人東京都栄養士会, 東京 (2019年8月1日)．
20) 菊谷　武: 口腔機能向上・ケア講座　講義, 品川福祉カレッジ口腔機能向上・ケア
講座講義, 東京 (2019年9月19日)．
21) 菊谷　武: 歯援診・か強診，歯科施設基準認定講座, 第3回全国在宅医療医歯薬連
合会全国大会, 東京 (2019年9月28日)．
22) 菊谷　武: 口腔機能低下症について, ASG第35回特別講演会, 旭市 (2019年10月6
日)．
23) 菊谷　武: オーラルフレールの診断と治療, 旭スタディーグループ特別講演会講演
会, 旭市 (2019年10月6日)．
24) 菊谷　武: 食べるを支えるとは, 玉川歯科医師会すこやか歯科健診研修会, 東京
(2019年10月11日)．
25) 菊谷　武: 摂食嚥下機能支援, 第3期「東京在宅医療塾」第2回講師, 東京 (2019年
10月12日)．
26) 菊谷　武: 病態別摂食嚥下障害, 日本衛生士会認定衛生士セミナー講演, 東京
(2019年10月12日)．
27) 菊谷　武: 終末期における歯科口腔支援 -人生の総仕上に立ちあう-, 第25回多摩
NST研究会開催, 東京 (2019年10月15日)．
28) 菊谷　武: 地域で食べるを支える～在宅支援から見えてきたこと～, 第13回ニュー
トリションサポートフォーラム, 長久手市 (2019年10月16日)．
29) 菊谷　武: お家に行こう-在宅診療のススメ-, 千葉県歯科医師会, 美浜区 (2019年
10月17日)．
30) 菊谷　武: 地域で食べるを支える, 第2回口腔機能低下・嚥下障害と栄養管理に関
するセミナー, 東京 (2019年10月20日)．
31) 菊谷　武: 高齢者の「食べる」を支援する, 埼玉県看護協会, 大宮市 (2019年10月
31日)．
32) 菊谷　武: 地域連携におけるシームレスな栄養管理-学会嚥下調整食分類2013, 第3
回足立区・食の連携を考える会, 東京 (2019年10月31日)．
33) 菊谷　武: 摂食嚥下障害の外部観察による咀嚼機能評価法, 日本在宅栄養管理学会
東北・関東・甲信越ブロック大会, 仙台市 (2019年11月2日)．
34) 菊谷　武: 新説　オーラルフレイルのみかた-ひとは，どう老い，どう噛めなく
なっていくのか？, 総合インプラント研究センター, 東京 (2019年11月3日)．
35) 菊谷　武: 咀嚼機能の経時的な病態の変化と評価, 第10回摂食嚥下リハビリテー
ションと栄養ケアセミナー, 東京 (2019年11月3日)．
36) 菊谷　武: 摂食嚥下の基礎と臨床の最先端, 日本女子大家政学部食物学科特別講
義, 東京 (2019年11月7日)．
37) 菊谷　武: 内視鏡を使用した咀嚼・食塊形成機能検査の意義, 日本口腔リハビリ
テーション学会認定医研修セミナー, 新潟市 (2019年11月9日)．
38) 菊谷　武: 地域に根差した摂食嚥下機能支援, 摂食嚥下機能支援連絡会シンポジウ
ム, 東京 (2019年11月14日)．
39) 菊谷　武: 高齢者の歯と健康長寿について, 小金井市悠友クラブ連合会, 東京
(2019年11月26日)．
40) 菊谷　武: 認知症と食べることの問題, 摂食嚥下機能支援シンポジウム, 東京
(2019年12月6日)．
41) 菊谷　武: 認知症の摂食嚥下障害, 松江市歯科医師会主催学術講演会, 松江市
(2019年12月7日)．
42) 菊谷　武: 健康寿命の延伸を目指そう～いつまでもおいしく食べるためにできるこ
と～, 安来市食と歯のフェスティバル講演会, 安来市 (2019年12月8日)．
43) 菊谷　武: 食べることに問題のある患者に歯科は何ができるのか, 日本口腔インプ
ラント学会認定講習会プログラム, 東京 (2019年12月15日)．
44) 菊谷　武: いつまでもおいしく食べるために～摂食嚥下の理解とアプローチ～, 第
１回栄養技術講演会, 東京 (2019年12月16日)．
45) 菊谷　武: オーラルフレイと経口維持につなぐ栄養管理, ヘルスケア・レストラン
特別セミナー, 大阪市 (2019年12月22日)．
46) 菊谷　武: 嚥下内視鏡検査について　嚥下造影検査の見学, 武蔵野大学大学院人間
社会研究科人間学専攻言語聴覚コース, 東京 (2020年1月20日)．
47) 菊谷　武: 事例検討会, 北区摂食嚥下機能評価医・リハビリテーションチーム養成
研修, 東京 (2020年1月31日)．
48) 菊谷　武: 口腔機能低下症の診断とその後の対応, オーラルフレイル予防研修会,
静岡市 (2020年2月1日)．
49) 菊谷　武: 関節訓練の種類について, 茨城県日本歯科大学校友会, 水戸市 (2020年
2月2日)．
50) 菊谷　武: 口の終い方-8020の先に見えてきたもの-, 茨城県日本歯科大学校友会新
年総会, 水戸市 (2020年2月2日)．
51) 菊谷　武: ヒトはどう老いるのか？, 印旛郡市歯科医師会印西地区市民健康講演
会, 印西市 (2020年2月6日)．
52) 菊谷　武: 高齢者の口を守る, 第25回事例発表会・特別講演会, 東京 (2020年2月8
日)．
53) 菊谷　武: 高齢者の口を守る, 一般社団法人東京都慢性期医療協会「第25回事例発
表会・特別講演」, 東京 (2020年2月8日)．
54) 菊谷　武: 地域における多職種連携によるオーラルフレイル対策, 菊池地域歯科保
健研修会, 菊池市 (2020年2月10日)．
55) 菊谷　武: 歯科医師のための摂食嚥下障害の診かた, 令和元年度歯科医師のための
摂食嚥下機能評価, 千葉市 (2020年2月13日)．
56) 菊谷　武: 障害があっても，安心しておいしく食べるために, 府中市摂食・嚥下機
能支援講演会, 東京 (2020年2月14日)．
57) 菊谷　武: 薬局薬剤師による口腔フレイルと摂食嚥下障害の関わり方, 第2回株式
会社大和調剤センター社内研修会, 東京 (2020年2月15日)．





60) 菊谷　武: オーラルフレイルについて, 小平市歯科医師会, 小平市 (2020年3月14
日)．





63) 菊谷　武，古屋裕康: 口腔機能低下症の概念，診断法，対応, 町田市歯科医師会摂
食嚥下研修会, 東京 (2019年7月4日，7月25日，8月29日)．
64) 菊谷　武: 口腔機能発達不全症の概念と対応方法, 口腔機能低下症・口腔機能発達
不全症の診断に有効な考え方や方法・診断後のリハビリ方法までを学ぶ研修会, 東
京 (2020年2月13日，3月5日)．
65) 菊谷　武: 口腔機能発達不全症の実際の症例を交えたリハビリ方法，保険算定のタ
イミングや勘所を学びます, 口腔機能低下症・口腔機能発達不全症の診断に有効な
考え方や方法・診断後のリハビリ方法までを学ぶ研修会, 東京 (2020年3月12日，3
月26日)．
H. その他の出版物
記載事項なし
